
 

 

 

自主防災活動の進め方と最終目標 

自主防災活動を進めていくには、まず、自主防災組織の目指すべき姿として、自分たちの住んでいる地域特性を

考慮した「最終目標」を設定することが大切です。「最終目標」に向けて、どのように取り組んでいくかを検討す

ることにより、活動を継続することができます。自主防災活動の取組みは、「組織結成段階」「活動初期段階」「活

動中期段階」「活動成熟段階」の４段階に分けることができます。自分たちの組織にあわせて無理なく活動してい

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動段階に合わせた取組みの考え方 

チェックリストによる活動状況を参考に、無理のない自主防災活動を実践していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組みの考え方 段階 マニュアルを基にした活動

マニュアルを活用し活動を活性化していきましょう！ 活動に困ったときは「広島県自主防災アドバイザー制度」へご相談ください。 

活動の進め方とマニュアルの活用方法（１） 
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「★」の活動を中心に 

「★★」の活動にも挑戦

してみましょう！ 

組織：自主防災活動にたくさんの人が参加してもらえるよう、活

動を工夫してみましょう 

役員：自治体が主催する研修会などを活用し、防災リーダーを育

成しましょう 

地域：自助を啓発する活動を中心に防災意識を向上させましょう 

 

「★」の活動から初めて

みましょう！ 

組織：地域を把握し、災害時の活動の中心であることを理解しま

しょう 

役員：他の地域で活動している人やアドバイザー制度を活用し、自

主防災組織の目的や活動の進め方を学びましょう 

地域：自主防災組織の必要性を理解してもらいましょう 

 

「★★」の活動を中心に 

「★★★」の活動にも挑

戦してみましょう！ 

組織：地域の防災リーダーを中心に活動を行いましょう 

役員：災害時に迅速に活動ができるよう、役割分担を決め、防災

計画を作成しましょう 

地域：自助に関する知識を深め、各家庭の防災対策を充実させま

しょう 

★マークに関係なく、全

ての活動で自主防災組織

が中心となり、内容を 

充実させましょう！ 

人材：近隣地域の防災リーダーとコミュニケーションを図り、人材の輪を広げていきましょう 

組織：地域全体で活動し、地域防災力を向上しましょう 

役員：災害時に地域住民の先駆者となれるよう、専門的な知識を

身につけましょう 

地域：共助に関する知識を深め、近隣地域と連携できる活動を進

めていきましょう 

“活動のためのツール”の「自主防災組織活動チェックリスト」を基に、現

在の自主防災組織の活動状況を確認しましょう。 

また、市街地や中山間地といった“地域特性”を知っておくことも大切です。

年度の最後などに「自主防災組織活動チェックリスト」を再確認し、できた

こと、できなかったことなどを振り返り、活動を検証しましょう。 

最終目標、活動状況、活動段階を考慮し、活動計画を作成しましょう。まず

はおおよそ三ヵ年で実施することを考え、年間の活動計画を立てると活動を

進めやすくなります。 

活動段階やマニュアルの活動項目を参考に、活動を実施しましょう。 

検証結果、三ヵ年の活動計画を基に、次年度の活動計画を作成しましょう。 

人材：自治体の研修会などを活用し、町内会（自治会）単位でリーダーを育成しましょう 

人材：地域から「防災に関心の高い人」などを見つけ、活動の仲間を増やしましょう 

人材：自主防災組織をリードする防災リーダーを専任化しましょう 

活動状況の確認 

活動計画の作成 

活動の実施 

活動の振り返り 

次年度活動計画の作成 

活動段階の把握と取組みの検討 ※段階別の取組み例 

組織結成段階 

 地域や組織を見直す 
 活動の参加者を増やす 

 

活動初期段階 

 防災リーダーを育成す
る 

活動中期段階 

 地域の連携を深める 
 防災リーダーを専任化
する 

活動成熟段階 

 近隣地域や他団体と連
携して活動する 

※地域特性を考え、自主防災組織として目指すべき姿を書き込んでみましょう！ 

最終目標を 
立てる 


